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方法に着目した．脱粒性が難の 3 品種，中の 1 品種，やや易の 1 品種，易の 1 品種，極易の 1 品種を供試し
て，一度に握る穂数を一株当たり 1 穂，3 穂，5 穂の 3 通りとし，4 人の調査者がそれぞれ 50 株を測定した
データに基づき，評価指標，一度に握る穂数，調査株数を検討した．評価指標は脱粒割合が，一度に握る穂








































系統群を育成した．育成過程における F1，F2 及び F3 の表現型から，本交雑組合せにおける脱粒性の遺伝は
一因子支配であり，脱粒し難いか脱粒し易いかを大別する要因は主働遺伝子で，脱粒し易さの度合いには主
働遺伝子以外の作用力の弱い複数の遺伝子座が関与すると考えられた．また，‘せとこがね’由来の難脱粒性
を支配する優性の主働遺伝子は，脱粒性に関与する他の遺伝子の作用に対して上位性を示した． 
これらの成果をもとに，‘朝日’の脱粒性のみを改良した同質遺伝子系統による従属品種の育成について考
察した．中位の脱粒性の‘朝日’への導入は現在の知見からは困難だが，難脱粒性の導入は可能であり，育
種方法は戻し交雑育種法による難脱粒性の導入が妥当と考えられた．‘朝日’は在来品種の純系選抜によって
育成されたため，交雑育種法によって近年育成された品種との遺伝的背景の差異が大きい．したがって，雑
種の遺伝的背景を効率的に‘朝日’に置換するための供与親は‘朝日’を交雑親として育成された‘せとこ
がね’が有望とみられた． 
以上の研究によって‘朝日’の脱粒性を改良した品種の育成に関する知見と材料が得られた． 
